
第６０回大津市民駅伝競走大会規程及び注意事項 

受付について 

１．チーム代表者は、午前９時～９時３０分までに受付を済ませて下さい。 

ゼッケン、プログラムをお渡しします。（タスキは、スタート地点で１回目の召集時に渡します。） 

２．第１回監督会議後の選手変更及び区間変更は認めない。但し、補欠の起用については指定の用紙により、

大会当日の受付時間内に大会総務に届ける。 

３．受付終了後、９時４５分より開会式を行います。５分前には本部前に整列下さい。（全員） 

選手の配置・召集について 

１．選手の中継所への移動は各チームで行う。（開会式終了後から競技開始までの間に行う。） 

２．選手の招集は次のとおりとする。 

①招集時間 1 区 女子の部   1 回目 10時 15分 ・ 2 回目 10時 35分 

〃  その他の部  1 回目 10 時 20分 ・ 2 回目 10 時 50分 

各関門 各中継所毎の選手招集点呼時刻に行う。 

②招集は、本人が受けること。ゼッケンを付けたユニフォームを着用または持参する。 

    ③「タスキ」は、１回目の召集時に渡しますので、選手は必ず受け取りに来ること。 

      付け忘れたり、間違えたりした場合、記録は出ませんので注意して下さい。 

競技について 

１．本大会は、２０１７年度日本陸上競技連盟競技規則及び大会規程に基づき実施する。 

２．選手は道路の左側（左端）走行厳守とする。又、競技中は競技役員、警察官及び自主警備員の指示に必

ず従うこと。 

３．伴走は一切認めない。（伴走があった場合、そのチームは失格となる場合がある。） 

４．衣類の運搬は行わない。各選手は次の競技者の衣類を着用し、一時、暖をとる。 

５．各チームの選手輸送及び応援等一切の自動車、バイクの運行並びにコースにおける駐停車は競技実施

中禁止する。（競技実施中は自動車等の運行はできない。） 

また、選手及び衣類の回収は競技終了後に行うこと。 

６．男子の第３中継所を〔谷口橋〕から〔公園グラウンド〕へ変更したことから、競技中、公園駐車場への 

  車の出入りを制限（選手通過時）します。 

７．選手が途中で競技を続行することができない状態になったとき、又は競技役員から競技の中止を指示され

た場合は、当該チームのその区間の競技を無効とする。但し、そのチームは審判長の指示に従い、次の区

間の走者から再び競技を続行することができる。この場合、そのチーム全体の記録、成績は認めないが、各

区間の記録は認める。 

８．大会の円滑な運営のため、最終中継所で繰り上げ出走を行うことがある。 

 

９．｢非接触自動計測システム｣について 

  競技は主催者が用意するタスキで行うこと。また、走行中タスキは必ず肩にかけること。 

  タスキには計測用タグ（発信機）が取り付けられています。 

  ゴールするまで絶対に外さないで下さい。外してゴールした場合、記録が出ません。 

  タスキはゴール後すぐに回収しますので、回収係員に必ず渡して下さい。 

  計測用タグ（発信機）には、チーム固有のＩＤ番号を記録させています。同一部門に２チーム以上出場する

場合、タスキの掛け間違い等に十分注意して下さい。 

その他 

１．監督は選手の健康管理に十分留意すること。 



①選手に対し、事前に健康診断を受けるよう指示する。 

②コンディションに十分留意する。 

・大会直前の過激なトレーニングはさけること。 

・競技開始前のウォーミングアップは十分に行うこと。 

２．積雪等の天候条件による大会実施の態度決定は、午前 6時 30分に行う。 

①問い合せは、監督が行うこと。 

問い合せ先  体協事務局 090-3488-6770   （田上公園ﾌﾟｰﾙ事務所 077-546-4609） 

３．表彰式は、記録集計が出来次第行うので全員参加のこと。  

４．参加者の荷物は各自または各チームの責任において保管して下さい。（盗難等にご注意下さい。） 

５．ゼッケンおよび安全ピンは回収しますので、チーム分をまとめて本部まで、必ず返却して下さい。 

 

 

 

 

 

 

【中継所の使用について】 

※各中継所は原則禁煙とします。  

※タバコの吸殻の放置等、マナーが守られない場合、使用が認められなくなります。 

※缶飲料、ペットボトル、その他のゴミは全て持ち帰って下さい。 

※トイレは、きれいに使用して下さい。 

     （ゼオンポリミクスのトイレ、関津町民広場のトイレ、公園グラウンドのトイレ等） 

 監督者におかれましては、選手及び関係者への指導・周知徹底をお願いします。 

 

 

● コース上には自主警備員を配置しているが、道路は交通規制を行っていないため、選手は走行車両

に十分注意し、安全確保に努めること。 

● 本大会において発生した傷害及びその後の責任については、主催者側の保険契約によるもののみと

する。 


